月Q&A

	
	Q：しつもん
	A：こたえ

	１
	なぜ月というのか？
	· 天で最も明るく輝くのが太陽で、月はその「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つ),次)ぐ」ものだから。

· 月は満月から欠けていって、月に一度その輝きが「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つ),尽)き」てしまうから。
· 日神の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぎ),次)」に月神が生まれたから。

などの説があるようです。[参考文献1]

	２
	大きさはどのくらい？
	直径約3,476km、地球の約4分の1（0.27倍）。

	３
	地球からどれくらい離れているのか？      

※注：6月3日の月までの距離
	約40万km（40万3900km)　[平均約38万km（38万4400km）]
　→飛行機（時速1000km）約17日　

　→新幹線（時速300km）約56日
　→車（時速60km）約280日
　→人（時速3km）約15年　かかる距離。

	４
	クレーターはどうやってできたのか？
	クレーターは隕石が衝突してできたもの。月には活発な地殻変動や空気・水などによる侵食（風化）がないため、クレーターが長い間残っている。
（逆に地球では地殻変動や侵食のためクレーターはほとんど残っていない。）

	５
	月の模様（明るい部分・暗い部分）はどうしてできたのか？
	月の明るく白い部分を陸と呼び、暗く黒い部分を海と呼んでいる。隕石が衝突してできたクレーターに溶岩が流れ込んで、海ができたと考えられている。
（ちなみに、海の部分は月の表側に集中しており、裏側にはほとんど存在しない。）

	６
	月は何で出来ているのか？
	海の部分はマグマが噴出した玄武岩、陸の部分は白く輝く斜長石を多く含む岩石（斑レイ岩など）でできており、表面はレゴリスと呼ばれる非常に細かい塵（フワフワとしたメリケン粉のようなもの）で覆われている。[参考文献 2]
（月の組成は地球のマグマと良く似ている。）

	７
	月はどうやってできたか？
	地球ができて間もないころ巨大な隕石（微惑星）が衝突し、マグマや隕石の破片が地球の周りに飛び散り、それらが集積して月ができたと考えられている。
（ちなみに月は１ヶ月程度でおおよその形ができ、１年後にはほぼ現在の大きさとなったとされている。）

	９
	月の重さはどのくらいか？
	地球の約80分の1。

	10
	月はどれくらいの周期で自転・公転しているか？
	月の自転周期（月が１回転する時間）と公転周期（地球のまわりを１回転する時間）は等しく、27.32日。
（自転周期と公転周期が等しいので、月は常に同じ面を地球に向けている）

	11
	月の温度はどれくらいか？
	表面の平均温度は約－20℃（-152～107℃）。

	12
	なぜ英語名でムーンなのか？
	英語のムーン(Moon)は古代チュートン語で、ギリシャ語のmene（月）に由来するらしい。ちなみに、ギリシャ神話では月の女神はセレーネ(Selene)あるいはアルテミス(Artemis)だが、ローマ神話では月の女神はルナ(Luna)になる。[参考文献 3]

	14
	明るさはどのくらい？
	6月3日は-10等級で1等星の約2万5000倍明るい。
（満月時の最大光度は-12.7等級）

	15
	月はどうして光っているのか？
	太陽からの光を受けて（反射して）光っている。

	16
	なぜ満ち欠けをするのか？
	地球のまわりを回っているから。
（地球よりも太陽に近いところを回る時があるから。）[別紙図参照]

	17
	なぜ衛星（Satellite）というのか？
	ラテン語の「従者(Satelles)」に由来している。[参考文献 3]

	18
	その他、月にまつわるもの
	ブルームーン：
ひと月のうちに２回満月がある場合、２回目の満月を「ブルームーン」と呼ぶ。稀な現象・めったにないことを指す。1991～2010年までの20年の間には10回ブルームーンがある（２年に１度の割合）。[参考文献 4]
ストロベリームーン：
夏至の頃（６月）の月は高度が低いので、大気による減光を受けて赤く見えること多いことから「ストロベリームーン」と呼ばれている。[参考文献 5]
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· 数値については、理科年表2006 丸善による（月の明るさは天文年鑑 誠文堂新光社より）
· 参考文献
1. 中国古典文学のWebページ http://home.hiroshima-u.ac.jp/sueyoshi/tsuki1.html
2. 月の不可思議学 竹内均 同文書院

3. 最新天文小事典 福江純 東京書籍

4. 天文ニュース 509 (2001/12/27) 国立天文台 広報普及室

5. 天文学はこんなに楽しい 縣秀彦 誠文堂新光社
